
研究テーマ  

人とかかわる力を育むための援助の工夫 

～協同的な遊びとなるわらべうたを活用して～ 

沖縄市立美里幼稚園 

平良 邦子 

Ⅰ テーマ設定の理由 

幼時期は生涯にわたる人間形成の基礎が培わ

れる極めて重要な時期であると共に，人間関係

の面で最も大きく成長する時期である。だから

こそ，幼児期には，人と人とが触れ合ったり，

かかわりを深めたりする多様な体験が求められ

ている。しかし，近年の少子化，核家族化，情

報化，都市化により，幼児の家庭や地域での生

活や遊びは大きく変化している。特に，テレビ

やインターネットといったマスメディアの影響

で，それを相手に一人で過ごす子ども達が増え

ており，戸外で体を動かして遊ぶ機会や，地域

の子ども達と集団遊びをする機会も少ない。 
平成 20 年 3月 28 日に告示された幼稚園教育

要領の領域「人間関係」では，「他の人々と親し

み，支え合って生活するために，自立心を育て，

人とかかわる力を養う」と示されている。また，

「内容の取扱い」（２）においては，｢幼児の主

体的な活動は，他の幼児とのかかわりの中で深

まり，豊かになるものであり，幼児はその中で

互いに必要な存在であることを認識するように

なることを踏まえ，一人一人を生かした集団を

形成しながら人とかかわる力を育てていくよう

にすること。特に，集団の生活の中で，幼児が

自己を発揮し，教師や他の幼児に認められる体

験をし，自信をもって行動できるようにするこ

と。｣としている。 
本園の幼児の実態を見てみると，明るく活発

で楽しく友達と遊べる子がほとんどであるが，

トラブルがおこると仲直りに時間がかかったり，

教師の支援なしには修復できなかったりするこ

とが多い。中には一人遊びを好む子や仲間に入

りたくても自ら入っていくことができない子も

おり，人間関係を築く力や困難を乗り越える力

を育むことの必要性を感じる。 
これまでの保育を振り返ってみると，友達同

士のかかわり合いから生まれる子ども達の育ち

を読み取り，互いに認め合ったり，共感し合っ

たりするような言葉かけを工夫してきたが，か

かわりを深めることができず，人とかかわる力

を育むまでには至らなかった。 
今年度，本園の園内研修では，遊びながら人

と人とのかかわり方や相手を思いやる気持ちを

育て社会性を身に付けていくことを目指して，

協同的な活動として，わらべうたを取り入れて

いる。わらべうた遊びは，自己を意識し積極的

に他者とかかわる機会に満ちている。わらべう

たの中にある遊びの要素には，人間関係を育み，

豊かな感情の発達を促すものが多分に含まれて

いる。 
そこで，協同的な遊びとなるわらべうたを取

り入れ，友達と共感し，認め合う場や援助の仕

方を工夫することにより，人とかかわる力が育

つであろうと考え，本テーマを設定した。 
 

Ⅱ 目指す幼児像 

○友達と進んでかかわり，自信をもって行動す

る子   
○友達と共感し，認め合って遊ぶ子 

 
Ⅲ 研究目標 

協同的な遊びとなるわらべうたを活用した， 
人とかかわる力を育むための援助の工夫 
 
Ⅳ 研究仮説 

１ 基本仮説 

協同的な遊びとなるわらべうたを取り入れ，
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友達と共感し，認め合う場や援助の仕方を工夫

することにより，人とかかわる力が育つであろ

う。 
 
２ 具体仮説 

(1)「人とかかわること」の意義を捉え，幼児の 
実態を調査・分析することにより，教師の援 
助のあり方が明確になるであろう。 

(2)わらべうたの教育的効果についての理論研究 
を深め，わらべうたを取り入れた年間指導計 
画を作成し，計画的に実践していくことによ 
り，見通しを持って活動を展開することがで 
きるであろう。 

(3)わらべうたを活用した協同的な遊びの中で， 
教師が一人一人のよさを認めることにより， 
自信が高まり，友達のよさを見つけ，認め合

うことができるであろう。 
 
Ⅴ 研究構想図 

  次ページ 
 
Ⅵ 研究内容 

１ 研究内容１ 

(1)幼児期の人とのかかわりについて  

 新しい幼稚園教育要領では，「幼児期における

教育は，生涯にわたる人格形成の基礎を培う重

要なものである」とあり，幼稚園教育要領解説

の第一節 幼稚園教育の基本にある「１ 人格形

成の基礎を培うこと」の中にも「幼稚園では，

幼児の生活や遊びといった直接的・具体的な体

験を通して，人とかかわる力や思考力，感性や

表現する力などをはぐくみ，人間として，社会

とかかわる人として生きていくための基礎を培

うことが大切である」としている。 
 そこで，新しい幼稚園教育要領にある領域「人

間関係」について改訂された要点を把握し，幼

児期における人とのかかわりから生まれる育ち

について捉えていくこととした。 
① 幼稚園教育要領「人間関係」改訂の要点 
幼稚園教育要領解説（平成 20 年 10 月）では 

以下のように示されており，幼児期の集団の中

で人とのかかわりを深めることが重要視されて

いる。 

 
 
 
 
 
 
 

二 次のことなどを新たに「内容」に示した。 
 ・共通の目的を見いだし，工夫したり，協力し

たりなどすること 

一 次のことなどを「ねらい」に示した。 
 ・身近な人と親しみ，かかわりを深めること 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三 次のことなどを新たに「内容の取扱い」に示

した。 
 ・幼児が自己を発揮し，教師や他の幼児に認め

られる体験をし，自信をもって行動できるよ

うにすること 
 ・協同して遊ぶようになるため，自ら行動する

力を育てるようにするとともに，他の幼児と

試行錯誤しながら活動を展開する楽しさや共

通の目的が実現する喜びを味わうことができ

るようにすること 
 ・互いに思いを主張し，折り合いを付ける体験

をし，きまりの必要性などに気付き，自分の

気持ちを調整する力が育つようにすること 

② 領域「人間関係」のめざすもの 
神長美津子氏は（初等教育資料 2008 ６月）

「領域『人間関係』の基本と改訂内容について」

で，人間関係のねらいについて以下の３つを述

べている。 

ア 教師との信頼関係を築き，それを基盤にし 
て，幼児が自分の力で行動する喜びを味わい

ながら，自立心を育てることである。家庭生

活とは異なった新しい集団の場となる幼稚園

生活において，幼児なりに取り組んだり，解

決したりすることを通して充実感や達成感を

味わい，しだいに自立的な生活態度が養われ

ていくことが大切である。 
イ 幼児は，幼稚園生活を重ねる中で，友達と

かかわり様々な体験をしていく。友達と一緒

に活動する喜びや楽しさを味わうとともに， 
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Ⅴ 研究構想図  

 

 

 

                 

                         

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

社会的背景 

少子化，核家族化，情報化，都市化等による環境の変化 

園教育目標 
○元気な子 
○明るい子 
○考える子 

県教育施策 
○環境を通して行う教育の充実 
○遊びを通した総合的な指導の
充実   

○基本的な生活習慣の形成 
○園内研修の充実 

市教育施策 
望ましい環境構成を重視し

た幼稚園教育の充実 

研究のまとめ・研究成果と今後の課題 

具体仮説 1 

「人とかかわること」の意義

幼児の実態を調査・分

析することにより，教師の援助

が明確になるであろ

 
 

研究内容１ 
○幼児期の人との 

かかわりについて 
○幼児の実態把握 

を捉え，

のあり方

う。

具体仮説３ 

わらべうたを活用した協同的
な遊びの中で，教師が一人一人
のよさを認めることにより，自
信が高まり，友達のよさを見つ
け，認め合うことができるであ
ろう。 

研究内容３ 
○わらべうたを取り入れた 

集団遊びの工夫 
○幼児の実態に応じた 

援助の工夫 

幼児の実態 
明るく活発な子が多いが，進んで友達とかかわろうとしない子や気持ち

を伝えることを苦手としている子がいる。 

家庭・地域の実態 

テレビやインターネットといったマスメディアの影響により，戸外遊び

や集団で遊ぶ機会が少ない。 

教師の実態 
集団の中において，人とかかわる力を育てるための場のつくり方や援助

の仕方について模索している。 

目指す幼児像 

○友達と進んでかかわり，自信をもって行動する子  
○友達と共感し，認め合って遊ぶ子 

研究テーマ 

人とかかわる力を育むための援助の工夫 

～協同的な遊びとなるわらべうたを活用して～ 

研究目標 

協同的な遊びとなるわらべうたを活用した，人とかかわる力を育むための援助の工夫 

研究の基本仮説 

 協同的な遊びとなるわらべうたを取り入れ，友達と共感し，認め合う場や援助の仕方を工

夫することにより，人とかかわる力が育つであろう。 

具体仮説２ 

わらべうたの教育的効果につ
いての理論研究を深め，わらべう
たを取り入れた年間指導計画を
作成し，計画的に実践していくこ
とにより，見通しを持って活動を
展開することができるであろう。

研究内容２ 
○協同的な遊びとしての 

た 
○年間指導計画の作成 

わらべう

検証保育の計画・実践・分析・考察 
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時には自己主張がぶつかり合い，怒りや悲し

み，悔しさや寂しさなども体験することにな

る。こうした様々な感情体験を重ねることを

通して，相手も自分も互いに違う主張や感情

をもっていることに気づくようになり，初め

て相手の思いが理解できるようになっていく。 
特に“かかわりを深め”という文言が新た 

に加筆されているが，このことは，「様々な感

情体験を重ねながらかかわりを深め，相手の

視点に立って自分の行動を調整することがで

きるようになる過程をていねいに見取ってい

くこと」を示している。 
ウ 同年代の幼児とともに過ごす幼稚園生活で

は，幼児は様々な生活のきまりや遊びのルー

ルを守ることが必要な場面に出会うことにな

る。遊びのルールがわかっていても，自分の

気持ちの調整がきかないなど，葛藤すること

もしばしばある。大切なことはルールやきま

りの意味に繰り返し触れることを通して，幼

児の中に自分の気持ちを調整する力を育てる

ことである。 
③ 「人とかかわる力」について 
かかわる力とは，相手に自分の思いや考えを，

言葉や行動，態度，表情などによって伝え，理

解を得ようとする力である。 
幼児期には自我が芽生え，自己を表出するこ

とが中心の生活から，相手とかかわり合う生活

を通して相手の存在を意識し自己を抑制しよう

とする気持ちが生まれるようになり，自我の発

達の基礎が築かれていく。また，幼児にとって

のかかわる力は，生活の多くを占めている「遊

び」を広げたり，深めたり，充実させたりする

上で重要だと考える。 
④ 自信を高めるための教師のかかわり 
幼稚園教育要領の解説では，「２ 人とのかか

わりに関する領域『人間関係』［内容の取扱い］

（２）について次のように述べている。 
「幼児は，周囲の人々に温かく見守られ，ありの

ままの姿を認められている場の中で，自分らしい動

き方ができるようになり，自己を発揮するようにな

る。教師の重要な役割の一つは，教師と幼児，さら

に，幼児同士の心のつながりのある温かい集団を育

てることにある。」(中略) 
「一人一人のよさが生かされた集団を形成するた

めには，まず教師が，幼児の心に寄り添い，その幼

児のよさを認めることが大切である。」(中略) 
「幼児は，ありのままの自分が認められていると

いう安心感や，日々の遊びや生活の中でその幼児な

りのよさをとらえる教師のまなざしに支えられ，自

分に力があると信じて取り組み，自信をもって行動

することができるようになっていくだろう。また，

他の幼児からもその幼児のよさを認められることに

より，さらに幼児は活力を得て，自信を高めていく。

この自信を基盤として，人とかかわる力も育ってい

く。さらに，幼児は自分が認められることで友達の

よさも認められるようになっていく。」 
 これらのことから，幼児が自分に自信を持ち，

その自信を高め，友達のよさを認められるよう

になることが，人とかかわる力を高めることに

もなる。 
 
 
 
 
 
 
 
  
⑤ 仲間とのかかわり 

自信をもつ 

自信を高める 

友達のよさも認めら

れるようになる 

人とかかわる力 

 仲間とは年齢・立場などがほぼ等しい人どう

しをさす。保育用語辞典によると「仲間関係」

とは「子どもが自分と年齢や立場の近い存在で

ある他児に関心を寄せ，一緒に遊んだり，けん

かをしたりするような間柄のことをいう。入園

をきっかけに，子ども達は多くの仲間を得る機

会をもつ。一緒に生活し，遊ぶことを通して他

者への関心が芽生える」とある。 
小田豊氏・奥野正義氏らによる「保育内容 人

間関係」では，親や教師などの大人との関係と

は異なった対等な関係であるため，時には，厳
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しいぶつかり合いが生じるが，それもまた，幼

児にとっては大きな学びの機会となる。つまり，

こうした仲間との関係の場となる幼稚園が子ど

もにとってははじめての社会的集団であり，人

間関係を育てる重要な場所であるとしている。 
⑥ 仲間とのかかわりをとおして育つもの 
小田・奥野の両氏は，同年齢の仲間どうしの

集団生活の場では幼児にさまざまな力を身につ

けさせるとして，以下の４つをあげている。 
 
 コミュニケーション能力とは，行われている

状況を判断して，自分の意図を相手にわかるよ

うに話し，相手の話にも耳を傾けられる能力の

ことをいう。３歳以降，子どものコミュニケー

ション能力は急速に発達するといわれている。

互いに相手の理解の程度を確かめたり，補足し

あったりという仲間との会話や遊びがさらなる

コミュニケーション能力を発達させる。 
 
 幼児は仲間との相互作用をとおして，社会性

に関するさまざまな能力や知識を獲得していく。

仲間との遊びに加わりたいときには「いれて」

と声をかける，遊具を順番に使用する，といっ

た遊びのなかでの“きまり”が重要な役割を果

たしていることを学ぶ。このような“きまり”

は幼児どうしが遊びを展開するなかで自然発生

的にできあがったり，保育者からの提案によっ

て決定したりする。この場合，大人から一方的

に“きまり”を与えるよりも，幼児どうしで考

えさせるほうがより望ましい。仲間関係を円滑

に保つためには，互いに自己を主張したり，抑

制したりしながら，“きまり”のもつ重要性に気

づかされるのである。 
 
 幼児は仲間との遊びや相互作用をとおして，

みずからの気持ちを相手に伝えたり，自分の気

持ちを抑えたりしながら，人とのかかわりを築

いていく。そして，自分の気持ちを主張したり

抑えたりというかかわりと密接に絡み合いなが

ら，幼児は他者の気持ちに気がつくようになっ

ていく。 
 他者の気持ちに気づくということは，自分の

立場からだけでものごとをみるのではなく，相

手の立場にたってものごとをみること（役割取

得）や，他者の気持ちを自分のことのように感

じること（共感）に通じている。そして，そう

した相手の気持ちの気づきは，相手を思いやる

行動へとつながる。 

 エ いざこざを解決する力 

 仲間との相互作用のなかで，いざこざやトラ

ブル，葛藤が生じることは少なくない。幼稚園

は多くの幼児が集団で生活する場であるため，

さまざまな子どもどうしのやりとりのなかで欲

求と欲求がぶつかり合うのは当然のことである。

こうしたいざこざは，相手の立場を理解したり，

きまりを学んだり，コミュニケーション能力を

活用するなど，さまざまな社会的スキルを獲得

する絶好の機会となる。 

ア コミュニケーション能力 

イ “きまり”を理解し，守る力  
(2)幼児の実態把握 

① 実態調査アンケート 
ア 調査目的 

幼児の家庭での様子や人とのかかわり，保護

者の意識の把握をし，本研究の資料として役立

てる。 
イ 調査方法 
(ア)調査対象：美里幼稚園２組 30 名の保護者 
(イ)調査日：平成 20 年 11 月 14 日 
(ウ)回収率：83％ 
 

質問１ お子さんは普段，主に屋外で遊ぶことが多い。 

 
1当ては

まる

20%

2どちらか

といえば

当てはま

る

44%

3どちらか

といえば

当てはま

らない

28%

4当ては

まらない

8% 
 ウ 思いやりをもつ心 
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質問２ 降園後は，主に２人以上で遊んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問３ テレビを見たり，ゲームをするのは，一日２

時間以内である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［質問１・２・３の考察］ 

質問１では，主として屋外で遊ぶ子が，当て

はまるとどちらかといえば当てはまるを合わせ

て 64％であった。質問２の降園後の一人遊びの

割合については 12％である。これらの結果と質

問３のテレビを一日に見る時間は，２時間を超

えるとした割合が 28％の結果から，テレビの視

聴時間，兄弟姉妹のいる割合から考えると一人

で過ごすことはあまりないが，他者とかかわっ

て遊ぶ時間は多いとはいえない。 

このことから，降園後の子ども達の遊びにおい

ては，それぞれの家庭での事情を考慮し，テレ

ビを見たり，ゲームをしたりする時間を決める

などの家庭で話し合うきっかけづくりができる

ような支援をする必要を感じた。 

 

 

質問４ 幼稚園で楽しく過ごしている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1当ては

まる

84%

2どちらか

といえば

当てはま

る

16%

1当ては

まる

48%

2どちらか

といえば当

てはまる

40%

3どちらか

といえば当

てはまらな

い

8%

4当ては

まらない

4%

質問５ 幼稚園の出来事について，進んで話をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1当ては

まる

56%

2どちらか

といえば

当てはま

る

24%

3どちらか

といえば

当てはま

らない

12%

4当てはま

らない

8%

質問６ 幼稚園での友達の名前が話によくでる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問７ 幼稚園で習った歌を家でもよく歌う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1当ては

まる

44%

2どちらか

といえば

当てはま

る

36%

3どちらか

といえば

当てはま

らない

20%

1当ては

まる

40%

2どちらか

といえば

当てはま

る

36%

3どちらか

といえば

当てはま

らない

24%

1当ては

まる

32%

2どちらか

といえば

当てはま

る

40%

3どちらか

といえば

当てはま

らない

24%

4当てはま

らない

4%
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〔質問４・５・６・７の考察〕 

質問４では，すべての保護者が，幼稚園で楽し

く過ごしていると回答している。幼稚園での出来

事や友達の名前について、当てはまる、どちらか

というと当てはまるとの回答が 80％であった。し

かし、約２割の保護者が当てはまらない、どちら

かというと当てはまらないと回答しており、「楽し

く過ごしている」の判断には、友達とのかかわり

の視点があるとは限らない。 
以上の結果から，園で仲間とかかわる機会をで

きる限り多く設定して保育をしていることや，家

庭で話を聞いたり，静かなひとときを持ったりし

てほしいということを学級だよりでお願いする等，

人とかかわって遊ぶことの大切さについて家庭と

連携していく必要があると考えた。 
 質問７については，学級において歌を歌う活動

を意図的に取り入れたことが功を奏し，76％の子

が習った歌を家庭でも披露していることが分かり，

園での普段の遊びが家庭においても継続して繰り

広げられていることが分かった。 
 

質問８ ご家庭で「わらべうた」を口ずさんだり，

わらべ歌遊びをしている。 

 
 
 
 
 
 
 

 

［質問８・９の考察］ 

質問８では，半数以上が当てはまらないとし，

わらべうた遊びが子ども達の遊びの中に浸透して

いない。また，８割の保護者の方は，何らかのわ

らべうたで遊んだ経験があるとしている。家庭で

はわらべうたが親から子へ伝わるものではなくな

り，自然に伝わっていく環境がなくなっていると

思われ，幼稚園で果たす役割が大きいと感じた。 
今後，幼稚園においても，園での遊びが身近な

遊びとして広がるように，家庭や地域での人材を

活用した取り組みが必要である。 
 

質問９ 保護者の皆様についてお答えください。子ど

もの頃，わらべ歌を歌い，遊んだ経験がある。 

 
 
 
  
 
 
 

 
どんなわらべ歌で遊んだことがありますか？ 

1当ては

まる

40%

4当ては

まらない

4%

2どちらか

といえば

当てはま

る

40%

3どちらか

といえば

当てはま

らない

16%

（自由表記及び複数回答可） 

質問１０ お子さんに身につけてほしい心はどれで

すか。（３つ選ぶ） 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

［質問 10 の考察］ 

子どもに身につけてほしいと思う心では，「思い

やりの心」「感謝する心」「命を大事にする心」「努

力する心」が順にあげられている。それらは，人

とのかかわりの中から育まれることから，集団生

活の場となる園においても保護者の思いを大切に

していきたい。 

記入してもらえた主な内容 人数 

○はないちもんめ 10 名 

○だるまさんがころんだ 8 名 

○みかんのはな 5 名 

○ちゃつぼ ○かごめかごめ 3 名 

○いーゆぬみー ○アルプス一万尺 2 名 

1当ては

まる

16%

2どちら

かといえ

ば当ては

まる

32%

3どちら

かといえ

ば当ては

まらない

32%

4当ては

まらない

20%

20
3

9
18

5
10

5
5

1思いやりの心
2我慢する心
3努力する心
4感謝する心
5協力する心

6命を大事にする心
7感動する心

8きまりを守る心

0 10 20 30
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【全体の考察】 

アンケートの結果からかかわり合いの中で育っ

てほしい願いや幼児の遊びの実態が明らかになっ

た。幼児が友達や教師とともに集団生活していく

中で良い刺激を受け，安心して自己を発揮できる

場となるように，教師は幼児の気持ちに寄り添い，

遊びや発達の実態，友達との関係など一人一人を

深く理解し，その幼児の考えや行動のよいところ

を認め，支えていくことが大切であると感じた。 
②ソシオメトリック・テスト 
 ソシオメトリック・テストとは，子どもにクラ

スメートの写真や名前の書かれたリストを見せて，

各クラスメートとどのくらい一緒に遊びたいか評

定する「仲間評定法」と，好きなクラスメートや

嫌いなクラスメートを「選択」「排斥」する「仲間

指名法」がある。 
 子どもの仲間内地位を検討したり，クラスの中

でのグループなどを知ることができ，友達関係を

広げたり，新たな友達作りをすることもできるテ

ストである。 
 本研究では，クラスの中での友達関係を把握し，

グループ作りをして活動を進めていくために，ク

ラスの中で好きな友達をあげてもらう「選択」だ

けを行った。幼児期は好きな友達との関係を基盤

にしてかかわりが広がっていくことを考慮し，あ

えて「排斥」は行わないことにした。右にある表

１はその結果である。 
今回のソシオメトリック・テストはクラスとし

て３回目のテストである。１回目では好きな友達

を選ぶ際，時間がかかって名前がなかなか出てこ

ない子や同じ学童の友達を選ぶ子が多かった。２

回目では当番活動のグループ編成に活用したとこ

ろ，同じグループの友達の名前をあげる子が多く，

友達関係に広がりがもてた。３回目の今回は，人

数を 10人までとし，好きな友達を選んでもらった。

全員が３人以上の友達を選ぶことができたが，３

人だけしか選べなかった子が６人いた。選ばれる

側からは，一人からしか選ばれなかった子が４人

おり，相互関係も見られない。また，７人以上か

ら選ばれた子が 11 人おり，友達関係に偏りがみら

れた。一人遊びで満足している子や進んでかかわ

ろうとしない子は，選択されることも少ないこと

から，協同的な遊びとなるわらべうたを取り入れ

ることで，より多くの友達とのかかわりが広がる

ような援助の工夫をしていく必要がある。  
 

表１（11 月 10 日テスト実施 ◎相互関係○選択関係） 

 （選ばれる側） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
選
ぶ
側
）

 

２ 研究内容２ 

(1)協同的な遊びとしてのわらべうた 

① わらべうたとは 

 保育用語辞典によると「わらべうた」とは，

子どもたちの遊びや生活のなかから自然発生的

に生まれ，伝承されてきた歌。主に遊びにとも

なって歌われることが多く，悪口やはやし言葉

などの唱え歌，絵かき歌，じゃんけん，お手合

せ，鬼遊びなどの他，乳児をあやす言葉や遊ば

せ歌もある。旋律やリズムには日本の伝統音楽

の特徴が明確に見られるが，テレビや童謡など

の影響を受けているものも多い。強い伝播性を
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もちながらも集団ごとに少しずつ変化すること，

時代を反映することもわらべうたの特徴である。 

 

② わらべうたの教育的意義 

 尾見敦子氏は「自己と他者の認識を育てるわ

らべうた」について次のように示している。 

「わらべうた遊びはスキンシップに富んでい

るので，肌のぬくもりを通して「他者」を感じ

ることができる。手をつなぐ，向かい合ってお

手合せをする中で，相手の暖かい手，小さい手，

大きい手に触れ合うことができる。肌が触れ合

わなくても，お互い向かい合って，一緒にしぐ

さをしたり，じゃんけんをしたり，お互いにタ

イミングを合わせようとして，相手とぴったり

合ったときは，相手の存在があるから自分も楽

しいという喜びを感じる。声の音色を聞いただ

けでその声の主を当てる人当て遊びは，まさに

他者を認識できて初めて，その楽しさが増す。

そして，“当てられた”という満足感が自己を確

立していく」としている。 

③ わらべうたの定義・分類 

 高江洲義寛は「沖縄のわらべうた」でわらべ

うたを次のように定義・分類している。 

 

【わらべうたの定義】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【わらべうたの分類】 

 

 

 

 

 

 

○となえ歌（数え歌・はやし歌・しりとり歌） 

○絵かき歌 ○おはじき・石けり等 ○まりつき 

○お手玉・羽根つき等 ○なわとび・ゴムなわ  

○じゃんけん・グーチョキパー遊び ○お手合せ 

○からだ遊び ○鬼遊び（かくれんぼ等） 

④ 協同遊びとは 

 保育用語辞典によると「協同遊び」とは，「複

数の子どもが力を合わせて取り組む遊びのこと

をいう。子どもどうしが互いに補い合い，ひと

りではできない遊びを展開させる。時には，他

児とのぶつかり合い，けんかを引きおこすが，

それでも子どもは他児と遊ぶことにいっそうの

喜びを感じ，遊びをつくり上げる充実感をあじ

わうのである」とある。 

⑤ 劇遊びとは 

保育用語辞典によると，「劇遊び」とは，「絵

本やお話のストーリーを基盤として想像の世界

で「ふり」や「つもり」を楽しむ遊び。ごっこ

遊びと共通する要素も多いが，劇遊びが成り立

つためには遊ぶ者どうしでストーリーが共有さ

れていることが前提」とある。 

 以上のことから，主体的な活動において協同

的な遊びとなるわらべうた遊びを取り入れ，一

つの目的に向かって取り組むことができる劇遊

びへとつなげていくこととした。 
・ある地域の子どもたちの間から自然発生的に生ま

れ，作者が問題にならない。子どもたちがつくった

子どもの歌。 
 

(2)人とかかわる力を育むための年間指導計画

の作成 
・楽譜によらず口から口へとうたいつがれてきた歌。

・ある程度年月をへて，子どもたちの中に定着してい

る。 

・ある程度集団的に遊びながらうたわれる。原則とし

て遊びや遊戯を伴い，体を動かしたり小道具を使っ

て遊ぶ歌。 

・地域の言葉でうたわれ，地域の自然環境や生活習慣

をうたっている。また，その中に子ども社会を反映

している。 

 幼児の発達の過程を理解して，幼児の実態を

把握し，幼稚園の一年間の子ども達の育ちを見

通したねらい，環境構成，教師の援助と配慮，

協同的な遊びとなるわらべうたを取り入れた具

体的な年間指導計画を作成した。 

 （次のページ） 

 

 
・原則的に伴奏なしで，ユニゾン（単旋律）でうたわ

れる。 
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研究内容２ 

(2)人とかかわる力を育むための年間指導計画 

 Ⅰ期（４月～５月） Ⅱ期（６月～７月） 
発達 
の 
過程 

○教師との触れ合いや友達と遊ぶ中で，園生活に親

しみ安定していく時期 

○園生活の中で安定し，気の合う友達とかかわりながら

遊びを広げていく時期 

ね
ら
い 

・喜んで登園し，教師や友達との遊びや生活に親し

みをもつ。 

・集団生活の約束を守りながら，やりたい遊びを見

つけ，友達と一緒に楽しむ。 

・友達と一緒に遊びや生活を進める楽しさを味わう。 

・友達と楽しく生活する中で，きまりの大切さに気づく。

友
達
や
教
師
と
の
か
か
わ
り 

日
常
的
な
か
か
わ
り

・教師や友達と一緒に遊びや生活を進める楽しさを

味わう。 

・園生活における集団行動での約束事を知り，守っ

て遊ぶ。 

・会話を楽しみながら友達と一緒に遊ぶ。 

・友達と一緒に活動することの楽しさを味わう。 

・友達同士とのかかわりの中で生まれたトラブルは気持

ちよく生活をするために皆で考えていく。 

具
体
的
な
活
動 

・元気にあいさつをする。 

・友達や先生の名前を呼んで，一緒に遊ぶ。 

・当番活動の仕方がわかる。 

・先生や友達の話を聴く。 

・楽しかったことを発表する。(朝の会・帰りの会)

・あいさつジャンケンを通して，進んであいさつをする。

・友達を誘い合って，遊びに参加する。 

・新しいグループの名前を決める。 

・自分の思いを話したり，最後まで話を聞いたりする。

み
ん
な
で
か
か
わ
る
活
動 

主
体
的
な 

 
 
 

遊
び 

砂場・積み木・ブロック・固定遊具・ままごと・手

遊び・歌を歌う・絵本を見る・粘土遊び・描画・パ

ズル・新聞紙・チラシ 

砂場遊び・色水遊び（ジュース屋さんごっこ） 

シャボン玉・製作遊び（廃材利用・水に浮くもの） 

サーキット遊び・フープ・ホッピング・けんぱ 

（忍者ごっこ） 

わ
ら
べ
う
た

遊
び

集団遊び（かごめかごめ，はないちもんめ） 

鬼ごっこ（たかおに，こおりおに・いろおに） 

けんけんぱ 

集団遊び（だるまさんがころんだ，あぶくたった） 

縄跳び（ゆうびんやさん，おおなみこなみ） 

リズム遊び(赤田首里殿内) 

園
全
体 

・入園式・誕生会（毎月）・春の遠足 

・親子交通安全教室・朝顔植え・体育館活動（体育

館での約束・簡単なリズム遊び） 

・絵本の読み聞かせ・歯の表彰式・夏祭り 

・体育館活動（リズム遊び・かけっこ） 

・夏野菜を育てよう・ピンクのハート（よさに気づく）

☆
援
助
と
配
慮 

 

○
環
境
構
成 

☆教師も一緒に遊びに加わりながら，子ども達一人

一人の思いを受けとめ，安心感を持って遊びが楽

しめるようにしていく。 

☆朝の会や帰りの会を設け，今日や明日の日程を伝

える場を作り，見通しをもって生活できるように

する。 

☆一人一人の幼児を理解し，毎日の生活の中で，基

本的な生活習慣が身に付くよう個々にあった援

助をする。 

○友達と一緒に好きな遊びを楽しめるよう遊びの

コーナーを設ける。 

☆集団遊びを多く取り入れ，友達と意見を出し合ったり，

受け入れたりする経験を通して友達と遊ぶ楽しさを味

わえるようにする。 

☆学級全体の話し合いの場において，今日の一日を振り

返る場を設定し，子ども達の頑張りや気持ちを受けと

めていく。 

☆子ども同士の気持ちの行き違いやトラブルに丁寧にか

かわり，子ども達が自分自身で考えて解決できるよう

な言葉かけや援助をする。 

○主体的な遊びでは，子ども達の思いも聞き入れながら，

遊具の種類や量などを見極める。 
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 Ⅲ期（８月～12 月） Ⅳ期（１月～３月） 
発達 
の 
過程 

○友達とイメージを伝え合い，力を合わせてやり遂

げる楽しさがわかる時期 

○友達同士で目的をもって園生活を展開し，自信を持っ

て行動していく時期 

ね
ら
い 

・自分たちでルールを決めたり，ルールのある遊び

を楽しむ。 

・友達と考えを出し合いながら一緒に共通の目的に

向かって遊びを進める楽しさを味わう。 

・友達との信頼関係を深め，互いのよさを認め合いなが

ら生活する。 

・友達と一緒に共通の目的に向かって協力し合いながら

遊びを進め，充実感を味わう。 

友
達
や
教
師
と
の
か
か
わ
り 

日
常
的
な
か
か
わ
り 

・共通の目的に向かって，友達と協力して考えたり，

工夫したりして，遊びを進めることを楽しむ． 

・自分の思いを伝えたり相手の思いに気付いたりし

ながら，共感し合って遊びを進めていく。 

・友達の意見も聞き入れながら，イメージを共有し

合って，遊びに必要なものを作り出していく。 

・友達同士でルールや約束事を話し合う。 

・目的に向かって自分なりに工夫したり，挑戦したりし

て遊ぶ。 

・友達と共通の目的に向かって活動し，喜びや充実感を

味わう。 

・これまで経験してきたことを友達と出し合い，取り入

れながら遊ぶ楽しさを味わう。 

・いろいろな遊びを楽しみながら物事をやり遂げようと

する気持ちを持つ。 

具
体
的
な
活
動 

・名前を呼び，お辞儀をしてあいさつをする。 

・当番活動を自分たちで進める。 

・友達のよさをみつけようとする。 

・相手の目を見て，最後まで話を聴く。 

・自分の思いを伝えたり，友達の意見を受け入れた

りしながら遊ぶ。 

・誰とでも進んであいさつをする。 

・友達のよさをみつける。 

・友達のよさをみつけた子のよさも認め合う。 

・最後までしっかり話を聴く。 

・友達同士で話し合いをして遊びや生活を進める。 

・自分の思いや考えを伝え合って遊ぶ。 

み
ん
な
で
か
か
わ
る
活
動 

主
体
的
な

遊
び 

運動会ごっこ（リレー・玉入れ・綱引き等） 

縄跳び・ごっこ遊び・ドッチビー・しっぽとり・ 

ボール遊び・劇遊び 

竹馬・縄跳び・スイングスキップ・サッカー・ゲーム遊

び・郵便ごっこ・正月遊び（かるた・すごろく・コマま

わし・たこあげ等） 

わ
ら
べ
う
た

 
 
 

遊
び

集団遊び（こーじゃー馬ぐゎ，なべなべそこぬけ）

手遊び（ふゆめばー・いっちくたっちく）・お手玉

歌（てぃんさぐぬ花・じんじん・口ぐせロック・あかな）

まりつき・お手玉（あんたがたどこさ・おひとつおとして）

縄跳び（いちわのからす・なーみなーみわんわちゃくり） 

ゴム段跳び（なかなかほい） 

園
全
体 

・運動会・秋の遠足・お祭りごっこ 

・お楽しみ会・じゃがいもの栽培・花の植え付け 

・体育館活動(リレー・運動会ごっこ)・生活発表会

・体育館活動（フォークダンス：パートナー交代） 

・豆まき・カレーパーティー・給食試食会 

・ひなまつり会・修了製作・修了式 

☆
援
助
と
配
慮 

 

○
環
境
構
成 

☆子ども達の考えを受けとめながら，同じ目的や興

味を持って遊びが進められるように援助する。 

☆友達とのつながりが深まるよう，仲立ちをしなが

ら，意見を出し合える雰囲気作りをする。 

☆自分で考えたことや友達と相談し話し合って決

めたことを遊びに取り入れ，互いに刺激し合って

かかわれるようにする。 

☆友達と楽しく遊んだりする中で，友達のよさを伝

え合う場を作り，共感し合って遊びに取り組める

ようにする。 

☆自分なりの目標を持ち，頑張って取り組んでいる姿を

認めていくことで，自信を持って行動できるようにす

る。 

☆一人一人が自己発揮し，友達と協力して何かを作り上

げていこうとする過程を大切にしていく。 

☆協同する経験を積み重ねながら，やり遂げた満足感を

味わえるようにする。 

☆子ども達とともに遊びを作り出していく。 

○遊びがじっくりと進められる場や時間を確保する。 
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３

(

①

を

び

 

 

替

入

か

遊

ス

た

て

意

②

 

児

る
も
の

３ 研究内容

(1)わらべう

① 幼児期に

親しみや

を生かして

びを以下の

子ども達の

替え歌，創

入れながら

かかわりか

遊びの中で

ス全員に知

た，郷土に

てるように

意識して取

② 互いのよ

保育用語辞

児が自分で努

集
団
遊
び
を
伴
っ
た
も
の 

鬼遊び

じゃん

遊び 

縄跳び

ゴム段

お手玉

お手合

からだ

主
に
身
体
表
現

に
つ
な
げ
ら
れ

る
も
の

うた 

手遊び

容３ 

うたを取り入

にふさわし

すいメロデ

，幼児期に

ように分類

の興味・関

作ダンスな

，楽しめる

ら自然に生

生まれた新

らせて共有

対する伝統

沖縄で伝承

り入れるよ

よさを認め合

辞典による

努力したこ

び ・だる

・あぶ

・かご

・とお

んけん ・こー

・おち

び ・ゆ

・おお

・なー

・いち

・お

段跳び ・なか

・グー

玉 ・あん

・おひ

・てぃ

合せ ・なべ

・みか

・ちゃ

だ遊び ・ロボ

・けん

・牛ぬ

び 

・じん
・花ぬ
・あか
・いっ
・てぃ
・口
・ふー
・いっ

入れた集団遊

いわらべう

ディーやわら

にふさわしい

した。 

心に応じて

などで工夫し

るようにする

生まれたおも

新しいルール

有していくよ

統文化にも触

承されてきた

うにしてい

合う場の工夫

と，「認める

こと，工夫し

るまさんがころ

ぶくたった 

ごめかごめ 

おりゃんせ 

ーじゃーうま

ちゃらかほい 

うびんやさん 

おなみこなみ 

ーみなーみわん

ちわのからす 

じょうさん 

かなかほい 

ーパーグーフ

んたがたどこ

ひとつおとして

ぃーちぇてぃ

べなべそこぬけ

かんのはな 

ゃちゃつぼちゃ

ボット歩き 

んけんぱ 

ぬまーれ 
んじん 
ぬ風車 
かな 
ったーあんまー
ぃんさぐぬ花 
ぐせロック 
ーゆめばー 
っちくたっち

遊びの工夫

た遊び 
らべうたの特

いわらべうた

劇や身体表

した遊びを取

る。子ども達

もしろい遊び

ルなどは，ク

ようにする。

触れる機会が

たわらべうた

いく。 

夫 

る援助」とは

したこと，葛

ろんだ 

ぐゎ 

んわちゃくり

ミ 

さ 

て 

どぅくん 

け 

ゃつぼ 

ーまーかいが

く 

特徴

た遊
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表現，

取り

達の

びや

クラ

ま

が持

たも

「幼 

葛藤

や挫

とめ

のあ

ばっ

認め

経過

を具

育者

てい

 以

達の

ア

集

伝

や

い

る場

“

タイ

を設

一

の

温か

話し

イ

友

のい

準備

達の

ウ

友

場と

いく

子

の

の

を

らの

掲示

挫折を乗り

め，ともに

あり方をい

った」とか

め方ではな

過を細かく

具体的に伝

者の気持ち

いくことが望

以上のこと

のいいところ

きらきらタ

集団遊びや劇

え合う場

自分の思

を発表す

場として，

きらきら

イム”の場

設定した。

一人一人

の顔をみて，

かい雰囲気

し合うように

友達のいい

友達のよさに

いいところ探

備し，かか

の言葉を書き

よさに気づ

友達のよさに

となるよう

く。また，

ど も 達

ピ ン ク

ハ ー ト

“きらき

の木”に

示した。 

 

こえたこと

よろこんだ

う。幼児を

「よくでき

く，その子

とらえ，ど

えることが

を幼児に伝

望まれる」

を踏まえ，

ろ探し」を設

タイム 

劇遊びの練

写真 

，心のつな

を感じられ

にした。 

いところ探

に気づき認

探しをした。

わり合いの

き表してい

づいた子の

に気づいた子

に，発表で

などをあた

だり励ました

を認める時，

た」といっ

子の生活への

どんなことを

が必要である

伝える表現力

とある。 

「きらきら

設定した。

練習後は，友

がりをもっ

れるように円

し 

め合う工夫

。“ピンクの

の中から生ま

った。 

よさを認め

子のよさも

できた子も拍

たたかく受け

たりする援助

単に「がん

った表面的な

の取り組みの

を認めるのか

る。また，保

力も豊かにし

タイム」「友

 

友達のよさを

た 

円形になって

夫として友達

のハート”を

まれる子ども

合う 

認め合える

拍手で認めて

け

助

ん

な

の

か

保

し

友

を

て

達 

を

も

 

て



 

(2)幼児の実態態に応じた援援助の工夫  

③③ 話し合いい活動と振りり返り活動 協

かわ

に活

助の

協同的な遊び

わりを深め

活動するこ

のポイントを

びとなるわ

ながら自信

との楽しさ

を以下のよ

わらべうたを

信をもたせて

を感じられ

うにおさえ

を通して，か

て友達と一緒

れるような援

た。 

か

緒

援

 

活

よ

場

ど

え

進

劇遊びに

活動に友達

ように，“が

場限りの目

“がんばる

日への意欲

ども達の意

えたりでき

進める。  

入る前の話

と目標をも

がんばるハー

標に終わら

ハートの”

につなげる

見も取り入

るような言

話し合い活動

もって頑張る

ート”を決め

らないよう

振り返りの

るようにする

入れたり，一

言葉かけを意

動では，毎日

ることができ

めていく。そ

に活動後は

の場を持ち，

る。その際，

一緒になって

意識して活動

日の

きる

その

は， 

明

子

て考

動を

 

 
 
④

 

言

 
 
 
 
 

 

 

 

④ 環境構成

わらべう

リーに興味

言クイズやお

 
 
 
 

幼
児
の
実
態 

・進ん

・友達

・グル

・友達

・自分

・友達

・友達

・話し

・興味

教
師
の
援
助 

 

と
配
慮 

・本児

・子ど

・みん

・アイ

【人とかかわ

成の工夫 
たに出てく

・関心をも

お手玉遊び

んで友達とかか

達の意見を受け

ループ活動で協

達と一緒にかか

分の思いを話す

達と活動を進め

達に誘われて遊

し合いには参加

味があるものに

児のよさを学級

ども達の工夫

んなで力を合わ

イディアを伝え

わる力を育む

る方言や劇

もってかかわ

のコーナー

かわって遊ぶ。

け入れたり，

協力して進めて

かわって遊ぼ

すが一方的に話

めるが，飽きて

遊ぶが，一人遊

加するが，発表

には一生懸命に

級全体の場で伝

しているところ

わせて活動して

え，広げ，返

むための援助

劇遊びのスト

われるように

ーを設ける。

。 

自分の意見を主

ていこうとす

うとするが，

話す。 

てしまう。 

遊びを好む。

表には消極的で

に取り組む。

伝え，認めてい

ろを見逃さず，

ている姿を認め

し，つなげてい

助の視点】
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○

○

○

トー

に方

 

○

○

○

○

○

○

○

主張したりしな

る。 

トラブルにな

である。 

いく。 

，教師が意図的

め，協力する

いく。 

○劇遊び後

りたい集団

て取り入れ

の主体的な

団遊びを“

れる。 

な遊びでは，

“お楽しみタ

子どものや

タイム”とし

や

し

○活動を進

達と一緒に

める際は，

に相談しなが

あらゆる場

がら進めて

場面で子ども

いく。 
も

○話し合い活

している

て考え思い

かけづく

活動に飽き

グループに

いを確認し

りをしてい

たり，行き

には，教師も

し，かかわり

く。 

き詰まったり

も一緒になっ

り合えるきっ

り

っ

っ

○頑張ってい

して取り組

互いの刺激

いる姿や協

組んでいる

激となるよ

協力したり，

姿を全体の

うにする。

工夫したり

の場で認め，

り

アを活かすす。 ○子ども達ののアイディ

○時間にゆと

葉かけをす

○協力して準

を工夫する

○全員に“

配慮する。

○子ども達

言葉を取

○一人一人の

ながら，話し合

る。 

的に伝え，刺激

ことの大切さ

とりをもって

する。 
準備や片付

る。 
ピンクのハ

。 
の温かい言

り上げ，伝

の保育記録

合うことがで

激し合ってか

を伝えていく。

て行動できるような言言 

付けができるるように環境境

ハート”がももらえるようう     

言葉やつぶや

えていく。

やき，頑張るる

をとり，援助に生かす

きる。 

かわれるよう

。 

にする。 

す。 



 

 

Ⅶ 指導の実際 

１ 活動計画 

回 月 日 ねらい(◎人とのかかわり)

活動内容 

（❤話し合いの場♪わらべうた 

●方言クイズ★絵本の読み聞かせ） 

援助の視点 

 
 
 
１ 
 

11 月６日 

（木） 

◎先生や友達と一緒に楽し

く過ごす。 
・絵本を見たり，歌を歌った

りしてわらべうたを知る。

♪手遊び「ふーゆめばー」 
・お手玉遊び 
（ぺったんこ・あんたがたどこさ） 
★絵本「そらをとんだﾏﾝｸﾞｰｽ」を

見る。 
❤今日の感想を発表する。 
(円形)（友達のいいところ探し） 

歌や絵本等を通してわら

べうたや昔話に興味を持

てるようにする。 
パートナーを探せない子

へは言葉かけをし，援助す

る。 

 
 
 
２ 
３ 

 
 

 
11 月 13 日 

 14 日 

(木・金） 

◎友達や先生と積極的にか

かわりながら共感し合っ

て遊びを楽しむ。 
・わらべうたの集団遊びや方

言クイズを友達と一緒に

楽しむ。 

♪手遊び「ふーゆめばー」♪じんじん 
●方言クイズ（数字） 
【お楽しみタイム】(集団遊び) 
♪こーじゃーうまぐゎ 
・ゴム段跳び（なかなかほい） 
・長縄（なーみなーみわんわちゃ

くり） 
・お手玉(あんたがたどこさ) 
❤感想発表（きらきらハート探し） 

毎回の遊びの導入では，方

言クイズをしたり，新しい

わらべうたを取り入れた

りすることで，楽しい雰囲

気で活動できるようにす

る。 
一人一人が思いきり集団

遊びに興味を持って楽し

めるようにする。 

教
師
の
援
助
と 

配
慮 

・時には見守りながら，話し合ったり，考えたりする場面を作り，自分たちで解決できるような援助をする。 

・ふざける子やグループ活動に参加しようとしない子へは教師が丁寧にかかわっていく。 

・友達の考えも聞き入れて活動できるような言葉かけに配慮する。 

・教師も一緒になって活動をすすめ，みんなで協力して頑張ることの大切さを伝える。 

・かかわりが深まるようなグループ編成に配慮する。 

・話し合いがすすめられるように教師も一緒になって活動に加わる。 

・思いを言葉にしてあげ，発表できる場を作る。 

・頑張って取り組んでいる姿を認め，活動が生かされるようにする。 

援
助
の
あ
り
方 

◎受けとめる…素直にあるがままの姿をとらえ，許容する。子どもの様子を見守り，気持ちを推し量る。 

◎寄り添う…子どもの心に寄り添う。近くに寄る。 

◎共感する…子どもと同じような感情になる。その子の気持ちや遊びの過程に共感的にかかわる。 

◎よさを認める…子どものとる行動に対して，努力したこと，工夫したこと等を受け入れ，子どもに伝える。 

◎見守る…子ども一人一人の成長の様子をとらえる。 

◎励ます…もっとファイトを出して事に当たるように言葉をかけ，自信につながるような手助けをする。 

◎向き合う…互いに向かい合っている状態になり，子どもが思いを出しやすい雰囲気づくりに努める。 

◎投げかける…教育的な意図をもって，ある状況を作りだし，子どもに合わせ，遊びや活動がさらに楽しく充実す

るであろうと思われる保育者のアイディアや考えを提案し，子どもの気持ちに訴えて，届くように

する。 

◎援助する…子どもが環境にかかわって興味や関心をもちながら生み出していく活動を豊かにしていく支えや，そ

の中で一人一人の体験が子どもの成長・発達を促すようにする。 

◎言葉かけ…子どもに対してことばを通して行う援助のあり方の一つ。言葉かけによって共感や励ましを受け信頼

関係が結ばれる。   
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４ 
 

11 月 17 日 

（月） 

・沖縄の昔話をペープサート

で楽しみながら聞く。 
◎わらべ歌遊びや方言クイ

ズを友達と一緒に楽しむ。

♪あかな（赤田首里殿内） 
●方言クイズ（話に出てくる方言） 
・劇「どぅしぐぁ」の話を聞く。

♪こーじゃーうまぐゎ 
❤感想発表 

劇に関する方言クイズや

ペープサートを見て，物語

の内容に関心が持てるよ

うにする。 

 
 
 
５ 
 

11 月 18 日 

（火） 

◎自分の思っていることを

話したり，相手の話も聞い

たりしながら，友達と相談

して遊びを進める。 
 

♪あかな 
●方言クイズ（あいさつ） 
・どの役にするか決める。 
・ﾜｰｸｼｰﾄにｸﾞﾙｰﾌﾟの名前を書く。

【お楽しみタイム】 
♪こーじゃーうまぐゎ 
★絵本｢ぼくはがじゅまる｣ 
❤感想発表 

話し合いの中で，一人一人

が話し合いに加わり，自分

の気持ちを意思表示でき

るようにする。 
うまく伝えられない子へ

は，援助する。 

 
 
 
 
６ 
 
 
 

 

 

 

 

11 月 19 日 

（水） 

◎発表会について，どんな劇

にするのか自分の思いを

話したり，友達の話を聞い

たりしながら，活動を進め

る。 
◎グループの友達と一緒に

集団遊びを楽しむ。 

♪あかな 
・グループで遊びの発表するとこ

ろを話し合って決める。 
・どんな出し物ができるか話し合

う。 
【お楽しみタイム】 
・ゴム段跳び ・長縄 ・お手玉

・だるまさんがころんだ 
♪こーじゃーうまぐゎ 
❤感想発表（きらきらハート探し） 

一人一人の思いを受け止

めながら，共感し合える場

となるように子ども達の

意見を認めていく。 
遊びに興味を示さず，別の

遊びをしている子へは，言

葉をかけ，教師も一緒にな

ってかかわる。 
 
 
７ 
 

 
 
11 月 20 日 

（木） 

◎友達のよさに気づきなが

ら，一緒に活動する。 
◎ルールを守って友達と集

団遊びを楽しむ。 

♪あかな 
・セリフの読み合わせをする。 
【お楽しみタイム】・友達探し 
・なべなべそこぬけ 
❤感想発表（きらきらハート探し） 

遊びの様子を見守るとと

もに困っている時にはア

ドバイスをする。 

 
 
８ 
 
 

 
 
11 月 25 日 

（火） 

◎発表会の練習で頑張るこ

とをグループの友達と話

し合う。 
 

♪口ぐせロック 
●がんばるハートの話し合い。 
・セリフの読み合わせ。 
【お楽しみタイム】 
・なべなべそこぬけ 
❤感想発表（きらきらハート探し） 

発表会に向けての練習の

中で目標をもって取り組

めるようにグループでの

目標を決めるようにする。

 
 
９ 
 
 

 

 

11 月 28 日 

（金） 

◎思いを伝え合いながら友

達と一緒に活動する楽し

さを味わう。 
・グループで協力して，劇で

必要なものを考え，作る。

・イメージを膨らませて，絵

を描く。 

♪口ぐせロック 
・小道具作りをする。 
・キジムナーの絵を描く。 
・イメージを膨らませ，思いを伝

え合う。 
❤感想発表（きらきらハート探し） 

一人一人の考えを聞きな 
がら，一つの目的に向かっ

て友達と協力し合えるよ 
うな言葉かけをする。 
友達のよさに気付いた子

のよさも知らせ、認め合う

ようにする。 
 
10 

11 

12 

13 

 
12 月１日 

  3 日 

 4 日 

5 日 

 

◎自分の思いを伝えたり、友

達の考えを聞いたりしな

がら，劇遊びを進める。 
・グループで協力して，劇に

必要なものを作る。 
◎友達と一緒に工夫し合い

ながら，劇遊びをする。 

♪口ぐせロック ♪じんじん 
●がんばるハートの話し合い。 
・劇遊びをする。 
・グループで練習をする。 
・必要な小道具作りをする。 
【お楽しみタイム】 
❤感想発表（きらきらハート探し） 

友達とのかかわりの中で，

一人一人のよさを認める

場を作ることで，友達のよ

さに気づかせていく。 
共通のイメージを持って

進められるようにする。 
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14 

15 

 
12 月 9 日 

  10 日 

（火・水） 

◎友達と役割分担をしなが

ら，協力して劇遊びを楽し

む。 
 

♪発表会の歌を歌う。 
●がんばるハートの話し合い。 
・劇遊びをする。 
❤感想発表（きらきらハート探し） 

グループの目標を決め，頑
張って取り組めるように
する。遊びの様子を見守
り，子ども達同士で考えて
行動できるようにしてい
く。 

 
 
16 

 

12 月 11 日

(木）  

公 開 検 証

保育 

◎友達の思いやよさに気づ

き合いながら，一緒に活動

する楽しさを味わう。 
◎友達と一緒に協力してや

り遂げようとする。 

●がんばるハートの話し合い。 
・劇遊びをする。 
・お客さんの前で発表する。 
【お楽しみタイム】 
❤感想発表（きらきらハート探し） 

お客さんに見てもらう緊

張や不安を受けとめなが

ら，人とかかわる楽しさを

伝えていく。 

 

17 

18 

12 月 16 日 

  17 日 

◎共通の目的に向かって，練

習に取り組む。 
◎友達の頑張りを認め，励ま

し合いながら頑張る。 

●がんばるハートの話し合い。 
・劇遊びをする。 
【お楽しみタイム】 
❤感想発表（きらきらハート探し） 

クラスのみんなで頑張っ

て取り組んできた過程を

振り返りながら，自信を持

って表現できるようにす

る。 
友達とやり遂げた満足感

が味わえるようにする。 

 
19 

 
12 月 19 日 

 （金） 

◎友達と一緒に物事をやり

遂げようとする気持ちを

もつ。 

★生活発表会でこれまで友達と一

緒に頑張ってきたことを見ても

らう。 
・役になりきって，表現遊びを楽

しむ。 
 

２ 活動の概要 

（１）「わらべうた遊びをしよう！」 【第１時～第３時】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【第１時～３時】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆そこで，わらべうた遊びを取り入れ，生活発表会に向けての劇遊びを展開することとした。 

●手遊び「ふーゆめばー」 

子ども：「いみわからない」 

教師 ：「方言の手遊びだよ」「方言ってわかるかな？」 

友達と一緒に絵本や歌を通してわらべうた遊びを楽しむ。

子ども：「あんまーっておかあさんでしょ」 

教師 ：｢すごいね｣ 

子ども：｢ほうげんっておもしろいね｣ 

☆今日はどんなクイズをするの？と楽しみに待つようになった。

≪活動内容≫ 

○手遊び「ふーゆめばー」 

●集団遊び 

○♪じんじん 

○方言クイズ「数字」「あいさつ」「動物」 

○絵本を見る 

●こーじゃーうまぐゎ 

○友達や先生と一緒にかかわりを持ちながら活動することで，沖縄のわらべうたや方言に興味・関心を持たせたい。 

○集団遊びを取り入れたわらべうた遊びを展開する中で，ルールを守って遊んだり，友達とのつながりを感じたりしな

がら，人とかかわる楽しさを味わわせたい。 

○友達の思いやよさに気づき認め合いながら，友達と共通の目的に向かい協力して取り組めるような活動・遊びを取り

入れたい。 

【教師の思い】 



 

遊びの様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「今日はどんなわらべうた遊びをするのかな？」「学童でもやったことあるよ」「おもしろいよ」とわらべうた遊びを楽し

みにしている。 

幼児の姿 教師の援助 
●集団遊び『こーじゃーうまぐゎ』 

・歌を歌いながら，友達とのジャンケン遊びを喜んで楽しむ。 
・ジャンケンに負けたことを悔しがり，ルールを守らず一番前がい

いと，終始先頭にいる子やふざけあって友達の洋服をひっぱった

りして遊ぶ子が数名いた。 
●長縄『なーみなーみわんわちゃくり』『いちわのからす』 

・「ゆうびんやさんやったことあるから，かんたんだよ」 
・「○○と一緒に 2人跳びしてもいい」 
・「今度は 3人で跳んでみよう」「一緒に跳ぼう！」 
（一人跳びが多かった一学期に比べて，2 人跳びや数名で挑戦する

姿があった。） 
●お手玉『あんたがたどこさ』『おひとつおとしておさら』 

・お手玉遊びが好きで興味のある子は、友達と「一緒にお手玉やろ

う」と誘い合って遊ぶ。 
・ミルクや弁当を早く食べ終えた子が、好きな遊びの時間もわらべ

うた歌を歌って、友達と一緒に遊ぶ姿があった。 
●ゴム段跳び『なかなかほい』『グーパーグーフミ』 

・新しい遊びのゴム段跳びは，歌に慣れていないこともあってリズ

ムをつかめない様子であったが、小学校に兄弟がいる子は「お姉

ちゃんと一緒にやったことあるから、わかるよ」と言って、遊び

を紹介する場面もあった。 
●感想発表 

Ｓ子：「今日は，Ｈ子とＫ子となわとびをとびました。 
   たのしかったです。」 
教師：「友達と３人でとんだよね。すごいね！」 
Ｓ子：「また，やりたいです」 
教師：「今度，みんなも友達と一緒に跳ぶことに挑戦してみてね！」

「違う遊びにも挑戦してみると楽しいよね」 

○一回目では勝ち負けにこだわり，ルー

ルを無視する子も見られたので，子ど

も達の言葉の一つ一つを取り上げなが

ら，次回はどうしたら楽しく遊べる

か？等，ルールを守って遊ぶことの大

切さを毎回の遊びの中で伝えていく。 
○新しい遊びや頑張っていろいろ工夫し

て遊んでいる様子等を学級のみんなの

前でも紹介することで，やってみたい

という気持ちが持てるようにする。 
○これまで，何回か取り組んできたお手

玉は，興味を示さず別の遊びをする子

もいるので，教師も一緒になってかか

わる。  
○遊びに出てくる歌は，歌詞を書いて，

掲示することで子ども達に興味を持っ

て，遊べるような環境をつくる。 
○活動後は，今日のルールの確認をした

り子ども達の気持を受けとめたりでき

るよう全体で円形になって感想発表を

する場を持つ。 
 
 
 
 
 
 
 

感
想
発
表 

写真 写真 

 
写真 

 

お手玉 こーじゃーうまぐゎ ゴム段跳び 

写真 
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（２）劇遊びびをしよう！【第４時時～１９時】 

 

 

●

教

Ａ

教

Ａ

子

教

Ａ

子

Ｍ

教

子

●

【第４時】 

●方言クイズ

教師：「方言ク

言うで

Ａ男：「くゎっ

教師：「ピンポ

Ａ男：「にふ

子ども達：「Ａ

教師：「Ａさん

Ａ男：「おばー

子ども達：「お

Ｍ子：「Ｍのお

「いつも

教師：「そうな

んやお

て，先

子ども達：「そ

・弁当やおや

ーさびたん

があった。

●劇「どぅし

・発表会でや

り」等，い

・ペープサー

よかったね

かったね」

かな？」「ガ

想がでた。

・「おもしろ

ムナーをや

たようであ

てもらうよ

・活動後は，

やろう」「キ

役を交代し

姿があった

ズ 

クイズをしま

でしょうか？

っちーさびら

ポン！正解で

ぇーでーびる

Ａ，すごいね

ん，どうして

ーから教えて

おばーとおじ

おばーも方言

もにふぇでー

なの（笑）そ

おばあちゃん

先生にもおし

そして，また

やつの時間で

ん」の方言を使

 
しぐゎ」のペ

やりたいことの

いろいろ意見

ート後は，子

ね」「キジムナ

「ようちえん

ガジュマルに

 
うそうだね」

やろう」等と

ある。後日役

ようにした。 
好きな遊び

キジムナーや

しながらペー

た。 

方言クイズ

幼児の姿 

ます。」「いた

」 
らだよ。」 
です。」「それで

るでしょ」 
ね」「方言名人

て知っている

てもらったよ

じーは何でも

言上手だよ」

びるって言っ

それじゃ，み

んからいろい

えてね」 
た，方言クイ

も「くゎっち

使って喜んで

ープサート 

の話し合いで

が出た。 
子ども達から

ナーはやさし

んのアコウの

にしかいない

「こどもをや

声が上がり，

役を決めるこ

びの時間に子

やってね」等

ープサートを使

ズや沖縄の昔話

だきますは方

では，ありが

人だよ」 
のかな？」

」 
知ってるよね

 
っているよ」

んな今度，お

いろな方言を

ズやろうね

ちーさびら」

であいさつし

では，「歌」「桃

「いっしょに

しいはずよ」

木にもキジム

よ」等といろ

やりたい」「一

，どの子も興

とを提案し，

ども達同士で

等と友達を誘い

使い，劇遊び

話をペープサー
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方言で何と

がとうは？」

ね」 

 
おじいちゃ

を習ってき

！」 
「くゎっち

している姿 

桃太郎」「踊

にあそんで

「おもしろ

ムナーいる

ろいろな感

一緒にキジ

興味を持っ

考えてき

で「一緒に

い合って，

びを楽しむ

ートで楽しむ。

○活動前に

を方言に表

める活動

○子ども達

を大切に

えたりで

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ペープサ

て，劇の

○時間を見

も達の要

るようにす

○活動後は

るように環

○「明日どの

をし，明

る。 
○わらべう

。

教師

に劇に出てく

表し，クイズ

となるように

達の一つ一つ

し，子どもに

きるような言

サートを通し

内容に関心が

ながら「お楽

望を聞きなが

する。 
はペープサー

環境を工夫す

の役にするか

日への活動

たに関連した

写真

 

ペ

方言

の援助 
る言葉や身近

ズ形式で質問

にする。 
のつぶやきや

に問いかけた

言葉かけの工

て，イメージ

が持てるよう

楽しみタイム

がら，集団遊

トを使った劇

する。 
かきめようね

に期待が持て

た遊べるコー

真 

ペープサートを

言クイズ 

を使って遊ぶ様

近にある言葉

問をして，楽し

や発した言葉

たり，一緒に考

工夫をする。

ジを膨らませ

にする。 
」として子ど

びを取り入れ

劇遊びができ

ね」と言葉かけ

てるようにす

ーナーを作る。

葉

し

葉

考

せ

ど

れ

き

け

す

。

様子

 



 

幼児の姿 教師の援助 
❤❤❤いいところ探しへの取り組み❤❤❤ 

●感想発表の場面で… 

教師 ：「みんなが頑張っているから，これから友達のいいところ探

しをしようね！」 
「みんなピンクの心をいっぱい持っているよね！」 
「ピンクのハートがいっぱいになったら，みんなの心はどう

なるかな？」 
Ｋ男 ：「すてきになるよ」 
Ｍさん：「友達がいっぱいになるよ」 
Ｈさん：「優しい人になるんだよ」 
教師 ：「みんなは素敵な心のお友達がいっぱいだから，これから，

きらきらハートさんを見つけたら教えてね」 

○今まで学級で取り組んできた「ピンク

のハート」の優しい言葉について振り

返り，「みんなで素敵な心になろうね」

「友達のいいところをいっぱいみつ

けようね」等と話し，友達に認められ，

自信が持てるきっかけづくりとなる

ようにする。 
○感想発表では，友達のすごいところや

頑張ったところ等，一人一人の思いを

受けとめながら，友達のよさに気づき

合えるようにする。 

・早速，普段の生活の中からも，「せんせいー，○○さんはお掃除が

んばっていたよ」「けんかしたけど，ごめんなさいできたね」と友

達のよさを見つけ，言葉にする場面があった。 
・きらきらタイムの場において，最初はいいところ探しのイメージが

持てず，楽しかったことの発表だけに終わる日もあったが，教師が

モデルとなり，一人一人のよさを見つけていったことでいいところ

探しの発表者も増えていった。 
・友達に言われて嬉しかった言葉や友達のいいところをピンクのハー

トに書いていったことで，ピンクのハートを受け取った子は喜び，

また，クラスの雰囲気がみんなのいいところを探そう，見つけよう

とする気持ちになっていった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
○毎回の活動において，ピンクのハート

は，全員がもらえるようにし，もらっ

てない子へは配慮をする。 

 

幼児の姿 教師の援助 
●劇遊びの話し合いの様子 

・「お家でかんがえてきたよ」「もう決めたよ」と考えてきた子

もいた。 
・それぞれが自分のやりたい役のグループ同士で集まるが，少

ないグループ，多いグループができ偏りがでた。しかし，「一

緒にキジムナーやろう」と友達を誘い，少ないグループへ移

動したり，譲り合ったりしている姿があった。 
・そのことを，「Ｙさん，やさしいね」「我慢してくれたよ」と

話し，譲った友達のことを認めている姿があった。 
●「ピンクのハートを飾る木の名前をきめよう！」 

【子ども達から出てきた木の名前】 

◇すてきな木◇やさしい木◇ピンクのハートの木◇みんなの木

◇きらきらの木◇友達たくさんの木◇２くみの木など… 

・子ども達の意見を引き出し，どんな名前がいいか？話し合っ

て，最後は多数決で決めることになった。 

○一人一人の思いを大切にやりたい役を聞い

ていき，子どもの気持ちを汲み取っていく。

○ソシオメトリック・テストを活用し，グル

ープ構成に配慮する。 
○人数に偏りが出てきたことを子ども達に問

いかけ，どうしたらいいか？考えられるよ

うにする。 
○グループ分けの画用紙を用意し，グループ

の友達と協同して活動に参加できるように

する。 
○譲り合う気持ちや気づき合った思いを大切

に子ども達に知らせていく。 
○子ども達の思いを受けとめ，クラスには素

敵なところがいっぱいあることを知らせて

いけるように，壁面に木を作ることを提案

どの役にするか，どんな出し物ができるか相談して決める。

 友達のよさをハート型

のピンクの画用紙に書

いて思いをつなげ 

ていく。 

 子どもから出てきた友

達のよさを学級全体の

場でも紹介し 

ていく。 

【第５時・６時】 
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・「ログハウスも「きらきらハウス」だからいいね」と多数決で

“きらきらの木”に決定した。中には自分の意見が通らない

子もいたが，納得して，折り合いをつける姿があった。 
【今日のきらきらハートさん】 

❤ＳさんがＫさんにルールを教えていました。 
❤Ｈさんは、こーじゃーうまぐゎを一緒にやろうって言ってく

れました。うれしかったです。 
（どの子も嬉しそうな顔で友達からピンクのハートを受け取る

姿が見られた。） 
【子どものつぶやき】 

Ｒ男  ：「かたつむりは，方言で何て言うか分かるか？」 
子ども達：「？？？」 
Ｒ男  ：「チラシに“ちんなん”って書いていたよ。お父さん

が教えてくれたよ」（持ってきたチラシを見せ，自慢

げにみんなに伝えるＲ男） 

する。 
○木の名前は何にするか？子どもに問いか

け，一緒に話し合う場面を作る。 
○いいところ探しについてイメージが持てな

い場合，教師がモデルになって伝える。 
 
 
 
 
 
 
 
○子ども達のおもしろい発見や言葉を取り上

げ，全体にも伝えていく。 
 

写真 

 

話
し
合
い 

【第７時・８時】 友達の工夫しているところを取り入れながら劇遊びをする。

幼児の姿 教師の援助 
●セリフの読み合わせ 

Ｈ男：「こんなしてやったら」（手を広げる動きを見せる） 
子ども達：「いい考えだね」（考えを受け入れ，新しい踊りを取り入れる）

・字が読めない子は，読める子の後に続いて声を出し，一生懸

命に参加していた。 
・シナリオにあるものとは違う掛け合いの中で子ども達から工

夫されて出てきたセリフや動作などは，活かせるように取り

入れ，子ども達の意欲を盛り立てていくようにした。 
【今日のきらきらハートさん】

 
【第９時】 

 

❤なべなべそこぬけで一人だったけど、Ａさんがやろうって言

ってくれたよ。うれしかったです。 
❤Ｍさんが一緒に手をつないでくれたよ。 
❤Ｔさんが優しくお話を教えてくれました。 
（友達にピンクのハートを渡したり受け取ったりする様子を

周りの友達もいい表情でそのやりとりを見ている。） 

○各グループのシナリオを準備しておき，い

つでも子ども達同士で練習し合えるように

する。 
○全体的に各グループを見て回り，頑張って

練習している様子に励ましの言葉をかけた

りする。飽きてグループの練習に参加しよ

うとしない子へは，一緒になってかかわる。

 
 
 
 
 
 

写真  

幼児の姿 教師の援助 
【活動前の子どものつぶやき】 
Ｊ男：「今日はピンクのハートもらえるかな？！」と活動前に

つぶやく。 
Ｍ子：「がんばったらもらえるはずよ」 
Ｊ男：「・・・」（うなずく） 
●小道具作り 

・友達と一緒にどんな小道具が必要か話し合って，必要な材

料を選び，友達と一緒に作る。 
・友達のアイディアを見て，真似して作る子もいた。 

○毎回の活動で新しい歌や手遊びを導入してい

き，新鮮な気持ちで取り組めるようにする。

○スムーズに小道具作りがすすめられるように

必要な材料や道具を準備しておく。 
○友達に認めてもらいたいという気持ちが表れ

てきているので、ピンクのハートをまだもら

ってない子へも配慮する。 

グループの友達と一緒に協力して劇に必要な小道具づくりをする。【第９時】 

  
がんばってたね 

どうぞ！ 

 ありがとう 
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【第 10 時～15 時】 

幼児の姿 教師の援助 
●がんばるハートの話し合い 

・「今日は大きな声をだそう」「みんなで心を一つにがんばろう」

「自分で考えて動こう」「ふざけないで最後までがんばろう」

とグループでいろいろな話し合いがなされていた。 
●劇の練習 

・「こんなして踊ったらいいんじゃない？！」「ここはこうしよう」

と踊りを工夫し合う姿があった。 
【今日のきらきらハートさん】 

❤Ｔさんは、葉っぱ（小道具）を片づけていました。 
❤Ｊさんは、最後までふざけないでがんばっていたね。 
❤ＨさんとＫさんは、ちゃんとおやますわりができていたよ。 
❤Ｋさん、今日はがんばっていたね。すごいよ。 

○前の活動を振り返ることで，各グループで

今日の目標を決め，意欲的に取り組めるよ

うにする。 
○練習に入る前に、踊りや動作など工夫し合

う時間を設け、「こうするといいね」「いい

アイディアだね」と子ども達のイメージを

引き出せるような言葉かけを行う。 
○生活発表会までの見通しを持ちながら，意

識して子ども達同士で考えて動いたり，セ

リフを言ったりできるよう，教師は見守

り，必要なところで的確な言葉をかける。

 
 

幼児の姿 教師の援助 

●劇の練習 

・「今日の練習もがんばろうね」「家族みんなで見に来るってよ」と話し，

生活発表会に期待を持って練習に取り組む姿があった。 
・好きな遊びの時間には，発表会に見せ合うグループとは別の友達と数

名で「なべなべそこぬけ」をしたり，替え歌でゴム段跳びをしたりし

て遊ぶ姿があった。 
・「今日の“がんばるハート”は少ししかできなかった。でも明日は頑

張る」「今日はボーっとしていたから明日は頑張る」等の言葉もあっ

て，今日の一日を見つめ直しながら，一人一人が目標を意識していた。 
【今日のきらきらハートさん】 

❤Ｊさんが「こんなしてやったら」って教えてくれました。 

○クラスのみんなで頑張って取り組

んできた過程を振り返りながら，自

信を持って表現できるようにする。

○友達とやり遂げた満足感が味わえ

るように一人一人の姿を認め，褒め

ていく。 
○生活発表会までのカレンダーをみ

て，自主的に練習できるような言葉

かけをしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループの友達と一緒にセリフの読み合わせをする。

友達と一緒に励まし合いながら、共通の目的に向かって取り組む。 【第17時～19時】 

日時：１月 14 日（水） 
講師：田中 美也子先生 
内容：「親のかかわりとわらべうた遊びを通して育つもの」 

○わらべうた遊びを通して，親子とのかかわりに関する内容や実践を得る機会

がもて，理解を深めることができた。 
【保護者の声から】 

・家庭でも少しの時間でしたが，かかわって楽しく遊ぶことができました。 
・幼児期に親子で触れ合って遊ぶことがいかに大切かを知ることができ，家で

もお手玉遊びをしてみたいと思いました。

ＰＴＡ研修会 

美里幼稚園の取り組み 



 

３ 公開検証保育 

公開検証保育指導案 

平成 20 年 12 月 11 日（木） 
 

沖縄市立美里幼稚園 2 組 
     男児 13 名 女児 17 名 計 30 名 

                               保育者 平良邦子 
 

（１）活動名 「劇遊びをしよう！」 
（２）活動設定の理由 

 ① 教材観 

  幼児は，集団遊びの中で，楽しさを共有する関係にある友達の存在に気付き，やがて，それぞれ 
のよさを認め合い，受け入れ合い，次第に安心感を持って，自主的・積極的に友達とかかわろうと 
する気持ちになる。集団遊びを進める中で，他者との思いの違いにぶつかったり，いざこざの体験 
をしていくが，そうしたかかわりを深めていくことで，お互いに譲り合ったり，相手の気持ちに気 
付き合ったりして，互いにルールを共有して理解し合うようになる。 

これまで，子ども達は普段の遊びの中で，友達とのかかわりを意識したわらべうた遊びや集団遊 
びを経験してきた。主体的な遊びの時間において，習った好きなわらべ歌を自然に口ずさんで友達

と遊びを楽しむようになり，特に方言クイズや手遊びでは，友達との会話の中で話題に上がり，興

味を持つようになっている。 
そこで，本活動においては，今まで経験してきたわらべうたを劇遊びの中に組み入れた活動とし

て展開していくことで，共通の目的に向かって友達の存在を認め合いながら，かかわって遊ぶこと

の楽しさを味わうことができるであろうと考える。 
②幼児観 

  お祭りごっこや運動会を経験して，学級や園で共通の目的や目標を持って取り組んできたことが

自信となり，チャレンジ遊びへの意欲につながっている。また，学級での話し合いの場では，遊び

を子ども達と共に考え，つくり出していく活動を経て，なかなか発表することに消極的であった子

も自分の意見を言えるようになり，自分の思いばかりを一方的に話していた子も我慢して，少しず

つ友達の意見も聞き入れようとする姿があった。しかし，まだ個々の遊びを好む子や友達とかかわ

りの中で，自己主張のぶつかり合いも生じたトラブルも見られる。幼児の実態把握におけるソシオ

メトリック・テストでは，特定の友達の名前があがり，友達関係に偏りが見られ，固定化している

ことが分かった。 
そこで，自分の思いを伝えたり，相手の思いも受け入れたりする経験を積み重ねていきながら，

友達のつながりを感じ，友達関係に広がりを持ってかかわりが深められ，共感し合えるような言葉

かけや援助の工夫をしていきたい。 
③指導観 

  発表会に向けた劇遊びでは，子ども達にとって興味深いキジムナーの話を取り入れ，イメージを

膨らませて表現できるようにし，子ども達のアイディアや意見も聞き入れながら，一つの目標を見

いだし，その目標に向かって，工夫したり協力したりする気持ちが育まれるようにしたい。さらに，

互いに頑張っている友達のよさに気づき，認め合っていくことで友達とかかわる楽しさや一緒にや

り遂げた満足感を味わうことのできる活動につなげ，人とかかわる楽しさを感じてほしい。 
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                   指 導 案       平成 20 年 12 月 11 日（木） 

幼
児
の
姿 

・劇遊びの練習後は，ペープサートを使って，「ナレーターするよ」「キジムナーしてね」等と話し，友

達と一緒にセリフを言い合って楽しんでいる。 
・なかなか意欲を示さなかった子が，劇遊びを重ねる中で徐々にグループの友達と一緒に進んで練習に

取り組むようになった。（Ｍ男，Ｈ男，Ｋ男） 
・劇に必要な小道具を友達と一緒に作っている。 

ね
ら
い 

◎友達の思いやよさに気づくことの喜びを感じ，一

緒に活動する楽しさを味わう。 

◎友達と一緒に協力してやり遂げようとする。 

内 

容 

・今日の頑張ることを話し合い，協力し合っ

て，劇遊びを楽しむ。 
・友達のよさに気づき，認め合う。 

活動 

仮説 

「きらきらタイム」の場において，友達のよさに気付いた子のよさを知らせることにより，互いを認め

合う力と自己肯定感が高まり，友達と一緒にかかわって遊ぶことの楽しさを感じることができるであろ

う。 

時間 流れ ○幼児の活動 ☆教師の援助     ◇環境構成 

9:00 

 
 
 
 
 
 
 
9:10 

 
 
 
 
9:40 

 
 
 
9:50 

 
 
 
 
 
 
 
10:00 

 

わ 

く 

わ 

く 

 

 

 

ど 

き 

ど 

き 

 

 

い 

き 

い 

き 

 

 

 

き 

ら 

き 

ら 

 

 

（ホール） 
○今日の活動を確認する。 
 
○今日頑張ることをグループで

話し合う。 
・「❤がんばるハート」について

確認をする。 
 
○劇遊び 
・劇遊びの準備をする。 
･友達と一緒に劇遊びを楽しむ 

･みんなで協力して片付ける。 
 
○お楽しみタイム 
・「なべなべそこぬけ」で円形になる。

 
 
○きらきらタイム（円形） 
・今日の「❤がんばるハート」

について，できたかどうか振

り返る。 
 
・きらきらハートの発表をする

(友達のいいところ探し) 
 
・みんなで小道具の片付けをす

る。 

☆事前にトイレを済ませるよう言葉かけをする。 
☆子ども達と一緒に活動に必要な小道具を準備することで，

劇遊びに期待が持てるようにする。 
◇がんばるハートのワークシートや日程表は，子ども達が見

えやすい場所に掲示する。 
☆子ども達から出てきた“がんばる言葉”を大切にして，今

日の意欲につなげるような言葉かけの工夫をする。 
☆お客さんが見に来てくれたことにも触れ，大きな声で自信

を持って表現できるような気持ちにつなげる。 
☆声の大きさや動作，振り付け等，工夫しているところやグ

ループの友達と頑張って取り組んでいる姿を認め，褒めて

いくことで他児への刺激となるようにする。 
☆劇遊びの後は，みんなで協力して片付けができるように安

全面に配慮した具体的な言葉かけを行い，子ども達自身で

考えて行動できるようにしていく。 
☆全員に聞く態度ができてから話し合いを始め，自分の話だ

けでなく，友達の話も聞けるようにする。 
☆きらきらタイムの場では，今日の活動を振り返りながら，

頑張ったことや工夫したところ等を自分の言葉で発表でき

るように一人一人の思いを受けとめ，子ども達の言葉を引

き出す。 
☆教師も子ども達の思いや気持ちに寄り添うことで，共感し

合えるような雰囲気づくりをする。 
◇ピンクのハートを準備しておく。 
☆頑張ったことを認められた子だけでなく，友達のよさに気

づいた子のよさも知らせる。 
☆来週の発表会の話題に触れ，今日の活動を明日への意欲に

つなげるような言葉かけをする。 

評価 
・友達のよさに気づき，認め合うことができたか。 
・今日の頑張ることを意識しながら，協力し合って劇遊びを楽しむことができたか。 
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公開検証保育の様子 

① 今日の活動を確認する 

② 今日，頑張ることをグループで話し合う

③ 劇遊び 

子
ど
も
か
ら
出
て
き
た

言
葉
を
大
切
に
今
日
の

意
欲
に
つ
な
げ
ま
す
。 

お客さんの前で緊張しながらも元気

よく話をするナレーター。 

動作や身振りを工夫したキジムナー

と子ども達のやりとり。 

写真 

 

準
備
や
片
付
け
も
友
達

と
協
力
し
て
や
り
ま
す
。

写真 

 
写真 

 
写真 

 

仲良しになって一緒にわらべうた遊

び(ゴム段跳び)をして遊ぶ様子。 

手遊びで今日の活動の始まりを意識す

る。 

昨日の活動を振り返りながら，子ども

達の言葉を引き出していく。 

子ども達の頑張る言葉を書き示す。キジムナーグループの話し合いの様子

活動カレンダーを準備し，発表会まで
見通しを持って取り組めるようにす
る。 

写真 

 
写真 

 

写真 

 
写真 

 
写真 

 

ナレーターグループの話し合いの様子 



 

 ④ きらきらタイム 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 公開検証保育の考察 

 

 

 

 

 

 

(1)検証保育の経過 

・今日の活動を一つ一つ確認していったことで，

見通しをもってスムーズに活動をすすめるこ

とができた。 

・“がんばるハート”の話し合いでは，昨日の活

動を振り返ったことで，グループの友達と一

緒に新たな目標を見つけだすことができた。 

・グループの友達と話し合う際では登場人物の 

 

関係で 12 人の多いグループであったが，円形

になって話し合いを進めていったことで，一

人一人が集団の一員として参加しているとい

う意識が持てた。 

・準備や片付けでは，今日の流れが分かってい

たことで，子ども達が主体的に動き，みんな

で協力して準備や片付けができた。 

・劇遊びでは，今日の頑張ることを意識して，

のびのびと楽しんで表現できたが，セリフの

やりとりでは，言葉が合わなかったり，声が

小さかったりして分かりにくい部分があった。 

・「お楽しみタイム」の時間には，子ども達のや

りたい遊びを設定したことで，「今日のお楽し

みタイムは○○やろう！」などと意欲的に活

動に参加することができた。 

「きらきらタイム」の場において，友達のよさ

に気付いた子のよさを知らせることにより，互い

を認め合う力と自己肯定感が高まり，友達と一緒

にかかわって遊ぶことの楽しさを感じることがで

きるであろう。 

写真 写真 

  

話し合いの際は円形。一人だけ入れないで困って

いる子にも「どうぞ」と「ありがとう」という優

しいかかわりもありました。 

『がんばるハート』を確認しながら，真剣な眼

差しで今日の活動を振り返りました。 

友達のいいところ探しで，子ども達

の思いを受けとめていく。 

ピンクのハートをもらった子だけで

なく，友達のよさに気づいた子のよ

さも拍手で認め合う。 

写真 写真 写真 

   

パートナーさんが休んでいた子を気
づかったＭ男さん。「一緒に手をつな
いであげていたね」と友達からピン
クのハートを受け取り嬉しそう！ 
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・わらべうた遊びでは，童謡や馴染みのある曲

を遊びに取り入れたり，友達と一緒に自分た

ちのルールを決めたりしていた。その際，自

分の意見を主張したり，友達の意見も受け入

れたりしながら遊びを進め，自己肯定感を高

めて，友達と一緒にかかわって遊ぶことの楽

しさを感じることができた。 

・円形になって座る時，一人だけは入れないで

困っている子に対して，近くにいた子が「ど

うぞ」と入れてあげ，「ありがとう」という優

しい言葉のやりとりも見られた。 

・グループでの目標を振り返ったことで，頑張

りを認め合うことができ，明日への新しい意

欲につながった。 

・友達のいいところ探しでは，子ども達の側で

寄り添い，子どもの言葉を引き出せるような

言葉かけをしていったことで，その子なりに

自分の思いを自分の言葉で発表することがで

きた。 

・また，友達のよさを見つけた子も皆の前で褒

め，よさも認めていくようにしていったとこ

ろ，自然に拍手がでて，「○○さんはすごいね」

と認め合う場面があった。 

(2)授業研究会から 

［指導・援助について］ 

・子ども達の成長の様子が日々の生活の中で見

られた。トラブルがあったときも子ども達一

人一人を大事にし，丁寧に支援している。 

・注意された場面では，この子が何を求めてい

るのか？サインを出しているので，気持ちを

その子に向け，教育の大事なチャンスと受け

とめて向き合っていくことが大切である。 

・活動経過からも友達のよさに気付いた子のよ

さも認め合えるような援助の視点が今日の検 

証保育につながっている。 

・子ども達に対する先生への言葉かけがうまく

伝わっていない場面もあった。ポイントを押

さえた言葉かけが必要であった。 

・自己肯定感が高まるようになるには，まず自

分が認められていないとできない。自分のよ

さがわからないと他のよさを認められない。

自分の持ち味を認められてこそ，人のよさが

分かるようになる。それがかかわる力につな

がるのではないか。 

・活動の前半に主体的な遊びの触れ合いがあっ

たからこそ，今回の劇遊びの構成に活かされ

ている。 

・子ども達と共に約束事を確認し，繰り返し子

ども達に返して，身につけさせていくように

することが大事である。 

［子どもについて］ 

・劇遊びでも自分たちで注意し合っている。友

達の様子を見たり，自分も見られたりという

ことを意識している。 

・Ｍさんから「いつもけがをしている人や頭が

痛い人に優しくしてくれてありがとう」と書

かれた手紙をもらった。子ども達自身が教師

のよさを感じ取ってくれている。 

・きらきらタイムの円になって話す場面では，

隣とおしゃべりをする子も少なく静かに座っ

ていて全体的に聞く態度ができていると思っ

た。 

・話し合うときの劇と劇との間の取り方や子ど

も達の動きを見ているとみんなテキパキとし

ている。いきいきとしている。みんなで一斉

に動いているなと感じた。 

 (3)活動のまとめ 

本時の活動の中で，友達のよさを認め合うき

らきらタイムの場をもったことで，友達の存在

に目を向け，友達を誘い合って，わらべうた遊

びを一緒に楽しむことができ，友達とのかかわ

りが広がっていった。劇遊びに入ってからは，

グループでの毎回の目標を決めていったことで，

自分の意見を出し合って，意欲的に話し合いに

参加しようとする姿勢がでてきた。 

今回は園行事に関係づけて，生活発表会に向

けた劇遊びの中にわらべうたを活用していった

が，もっと様々な遊びの中でかかわりが深まる

ように，わらべうたの活用の仕方を工夫してい

く必要がある。 

その他にも，発表が出来ていない子，してい

ない子への配慮や子ども達自身が考えて，遊び

を広げ，生み出していけるような言葉かけの工

夫の必要性を感じた。今後の保育活動において
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もよさを認め合う場をもちながら，自信を高め

ていき，進んでかかわり合えるような活動を展

開していくようにしたい。 

 

Ⅷ 研究の結果と考察 

本研究はテーマ「人とかかわる力を育むため

の援助の工夫 ～協同的な遊びとなるわらべう

たを活用して～」と設定し，基本仮説を「協同

的な遊びとなるわらべうたを取り入れ，友達と

共感し，認め合う場や援助の仕方を工夫するこ

とにより，自信をもって行動し，人とかかわる

力が育つであろう」とし，研究を進めてきた。 

さらに基本仮説を具体化した３つの具体仮説

を立て，理論研究を行い，保育を実践してきた。

そこで，３つの具体仮説を検証することにより，

本研究の結果と考察とする。 

 

１ 具体仮説１の検証 

 

 

 

 

幼児期の人とのかかわりについて，新しい幼

稚園教育要領の領域「人間関係」の要点を捉え

るとともに，降園後の子ども達の様子等につい

て保護者へのアンケート調査を行うことによっ

て，幼児期の集団生活の中で人とのかかわりを

深めていくことの大切さや自信を高めていくた

めの教師の役割についての重要性を改めて認識

することができた。 

また，幼児へのソシオメトリック・テストを

実施し，学級内の仲間関係を把握することで，

教師の観察やかかわりだけでは把握することの

できなかった幼児の実態を捉えることができ，

一人一人の援助に生かしていくことができた。 

図１は，一人で興味のある遊びを楽しむＳ男

の変容である。 

Ｓ男は一人の世界で想像力を働かせ絵を描く

ことが大好きである。白い紙を用意すると与え

られた分だけ集中して絵を描いている。働きか

けると誘われて遊ぶが，自分から友達の名前を

呼んで誘い遊ぶことは少なかった。６月に実施

した１回目のソシオメトリック・テストでは「友

達の名前はわからない」「いない」と言って，選

ぶことに時間を要してはいたが，好きな友達を

２人選択することはできた。しかし，相互関係

は見られなかった。そこで，当番グループの編

成時に新しい友達作 

りに生かし，集団遊 

びの中で多くのかか 

わりを持てるように 

配慮していった。               

検証前（３回目） 

にＳ男を選択した３ 

番のＲ男との当番グ 

ループを編成した。 

このように学級内の仲間関係を把握し，集団遊

びのかかわりに生かして，一人一人の幼児の実

態に即した援助の工夫ができた。 

 

２ 具体仮説２の検証 

 

 

 

 

 

 

 人とかかわる力を育むための年間指導計画を

作成し，わらべうたに関する集団遊び等を計画

し，実践していった。いろいろなわらべうた遊

びの中で，ルールを確認し合いながら新しい歌

を遊びに活かす工夫があったり，わらべうたに

出てくる方言に興味を持ったりする姿があった。 

劇遊びの話をつくり上げていく過程では，グ

ループ作りや遊びの内容，衣装作り，話し合い

活動等，いろいろな場面で子ども達と一緒に話

し合い事項を考えていくように配慮していった

ところ，これまであまり興味を示さなかった３

人の男児が友達との話し合い活動や実際の劇遊

びでは，「こんなしてやったらいいんじゃない」

「今日は上手だった？」等と話し，踊りのアイ

ディアを出し合い，積極的に参加するような変

容も見られた。 

以上のことから，わらべうたを取り入れた年

わらべうたの教育的効果についての理論研究を

深め，わらべうたを取り入れた年間指導計画を作

成し，計画的に実践していくことにより，見通し

を持って活動を展開することができるであろう。

 「人とかかわること」の意義を捉え，幼児の

実態を調査・分析することにより，教師の援助

のあり方が明確になるであろう。 

 
 
 
 
 
 
 
（検証前） 

Ｓ

男 

【図１】

８ 

10 

18 

３ 
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間指導計画を作成したことで，見通しを持って

わらべうたを取り入れた活動ができ，友達と一

緒にかかわりを深めて遊ぶことにつながった。 

 

３ 具体仮説３の検証 

 

 

 

 

  

わらべうた遊びを子ども達に紹介して，集団

遊びを多く取り入れていったことで，「今日はア

コウの広場でゴム段したいな」「（なわとびの）

いちわのからすが出来たから見てよ」「お手玉の

技が出来るようになったよ」「今日もわらべうた

やろう」等と話し，集団で遊ぶことの楽しさを

感じながら，遊びに参加している。 

検証保育後のソシオメトリック・テストの結

果（表２）では，検証前と検証後を比較すると，

選択された人数が検証前は 93 人であったが，検

証後は 156 人に増えおり，新しい友達の広がり

が見られている。 

また，お互いを選び合った相互関係の増減を

見ても，検証前の 58 人から検証後は 135 人と増

えていた。 

具体仮説１の検証でグループ編成に配慮した

Ｓ男についても，普段の生活の中でかかわりを

増やしていったところ，検証後は 10 人の友達を

選ぶことができ，３番のＲ男や新たに９番との

相互関係もできた。その他，１，２，４，５番

の４人の友達からも選択された（次ページ図２）。 

その後，劇遊びでは，Ｓ男とＲ男が同じナレ

ーターとして一緒に活動し，グループの友達と

も協力しながら発表できた。普段の遊びにおい

ても，行動範囲には広がりを見せ，今までの幼

稚園生活では見ることができなかったＳ男の姿

が見ることができた。 

また，教師が一人一人の思いを受けとめ，友

達とのつながりを感じられるようなよさを認め

合う活動を行ったことで，幼児が自分も認めら

れているという安心感を持って，いろいろな遊

びに挑戦したり，友達と相談し合って遊びを工

夫したりする姿が見られた。 

日常の保育の場面でも「今日の○○さんはす

ごかったね」「手伝ってくれてありがとう」「ま

た一緒に頑張ろうね」等と子ども達同士で自然

に優しい言葉がでてくるようになっている。 

子ども達の表情や発した言葉からも温かい雰

囲気に包まれ，毎日の園生活を思いきり楽しん

で充実した一日を過ごしていると感じられた。 

また，今回は園全体でＰＴＡ研修を持ち，保

護者の方や教師間でも遊びを共有し，各学級で

も遊びを広げていったことでさらに，学級の枠

を外して違うクラスの友達とも誘い合って遊ぶ

姿もあった。 

保護者向けの事後アンケート（次ページ表３）

からは，「ご家庭で習ったわらべうたを口ずさん

だり，わらべうた遊びをしている」の質問にお

いて，検証前に比べ検証後はわらべうた遊びが

家庭でも話題が上がり，広がっているというこ

とが分かった。 

 

表２ (12 月 17 日実施 ◎相互関係 ○選択関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わらべうたを活用した協同的な遊びの中で，教

師が一人一人のよさを認めることにより，自信が

高まり，友達のよさを見つけ，認め合うことがで

きるだろう。 
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【図２】
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（検証後） 
    

Ｓ

男

１ 

２

４

５ 

     ・事前・事後選択 (８，10，18) 
      ・相互に選択 (３，９) 
      ・事後に選択・被選択 

(16，20，25，27，29/１，２，４，５)

３ 
８ 

９ 

16 

20 

10 

18 

25 
27 

29

【図２】
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検証保育後に実施した保護者によるアンケー

トの感想を以下に紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

・わらべうたを歌って妹にも聞かせていました。おか

げで妹も私も覚えて口ずさむまでになりましたよ。

方言クイズも自分で問題を考えて出したりして遊

んでいます。 

これらの感想からも，幼稚園での活動を楽し

み，友達と一緒に遊んでいることを家庭におい

て伝えていることが伺える。 

以上のことからも，幼児が自信を高め，互い

の存在を認め合うことができ，かかわり合う力

を高めることができたものと考える。 

 

Ⅸ 研究の成果と今後の課題 

１ 研究の成果 

・幼児期の人とのかかわりや教師の援助のあり

方について理論研究をすることで，理解が深

まり実践に生かすことができた。 

・わらべうたの教育的意義について捉えたこと

で，幼児期において協同的な遊びとなるわら

べうたが大切であることを認識できた。 

・保護者への実態調査を行ったことで，家庭で

の過ごし方やわらべうたのことについて知る

ことができ，幼稚園で遊びを広げていく必要

性を感じることができた。 

・ソシオメトリック・テストを実施したことで，

学級内での仲間関係を把握することができ，

一人一人の実態に即した援助ができた。 

・年間指導計画を作成することで，発達過程を

押さえ，見通しの持てた活動の展開や援助の

仕方を工夫することができた。 

・グループでの話し合い活動や振り返り活動を

もったことで，協力して遊びを進め，意欲的

に遊びに参加しようという姿勢をもつことが

できた。 

・協同的な遊びとなるわらべうたの中に認め合

う場を設けたことで，お互いにのよさに気づ

き合い，友達に認められたことが自信となっ

て，自分の気持ちや思いを言葉に表すことが

き，自己を発揮して，かかわって遊ぶことの

楽しさを味わわせることができた。 

 

 

表３ 保護者アンケート結果より

問８ 家で習ったわらべうたを口ずさんだり， 

     わらべうた遊びをしている。 

  検証前 検証後

あてはまる 19% 75% 

どちらかといえばあてはまる 38% 19% 

どちらかといえばあてはまらない 25% 0% 

あてはまらない 19% 6% 

・ゴム段をアパートの子ども達と楽しく遊んだり，弟

に教えたりしていました。わらべうた遊びや方言で

話すことが良かったみたいで，家でも兄弟に広がっ

て遊んでいます。 

・「お母さん聞いて」とよく話をしてくれました。あん

なに上手に皆と力を合わせて頑張っている姿に，私

の方が逆に勇気づけられました。 

・家でも一生懸命セリフの練習をしていました。方言

なので多少の間違いがあり，笑いながら恥ずかしそ

うに，でも楽しんでいました。本番でものびのびと

演技をしていて，子どもの成長を感じました。 

・「発表会でどんなことをするの？」と聞いても， 

「内緒だよ」「来てのお楽しみ！」と言って，教えて

くれなかったんです。でも，友達と一緒にすごく頑

張ったんだな～って思いました。 
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２ 今後の課題 ・幼児が自己発揮できる場の工夫や教師の援助

の工夫 ・わらべうた遊びによる保育実践 

・かかわりを深めていくための年間指導計画の

実践や活動内容の再検討 

・環境構成の工夫と再構成 

・家庭や地域の人材を活用した交流活動や小学

校との交流，連携の充実 ・ソシオメトリック・テストと行動観察を併用

した幼児の実態把握  
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